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(54)【発明の名称】 手術用顕微鏡

(57)【要約】
【課題】術部の断層画像を生成する超音波プローブを有
し、術者は手術状況に応じて高解像の断層画像情報が得
られ、効率的に手術が遂行できる手術用顕微鏡を提供す
ることにある。
【解決手段】鏡体の左右の観察像に画像を表示させる視
野内表示手段と、鏡体の光学観察像に重畳させる画像重
畳手段と、前記鏡体の接眼光学系と異なる画像観察手段
と、術部の断層画像を生成する超音波プローブ２０と、
顕微鏡、超音波プローブ２０における観察位置を検出す
る観察位置検出手段とを有する手術用顕微鏡において、
前記視野内表示手段における各モニターと、前記画像観
察手段における各モニター、前記画像重畳手段のモニタ
ーの表示制御用にすべてのモニターに各々表示駆動手段
３４，３５，３６を有し、各々の表示駆動手段の操作入
力部３９と、前記超音波プローブ２０による断層画像と
前記位置検出手段による画像情報とを選択的に表示する
表示制御手段とを備えたことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  術部を立体観察する鏡体と、前記鏡体の
左右の観察像に画像を表示させる視野内表示手段と、前
記鏡体の光学観察像に重畳させる画像重畳手段と、前記
鏡体の接眼光学系と異なる画像観察手段と、術部の断層
画像を生成する超音波プローブと、顕微鏡、超音波プロ
ーブにおける観察位置を検出する観察位置検出手段とを
有する手術用顕微鏡において、
前記視野内表示手段における各モニターと、前記画像観
察手段における各モニター、前記画像重畳手段のモニタ
ーの表示制御用にすべてのモニターに各々表示駆動手段
と、前記各々の表示駆動手段の操作入力手段と、前記超
音波プローブによる断層画像と前記位置検出手段による
画像情報とを選択的に表示する表示制御手段とを備えた
ことを特徴とする手術用顕微鏡。
【請求項２】  術部を立体観察する鏡体と、前記鏡体の
左右の観察像に画像を表示させる視野内表示手段と、前
記鏡体の光学観察像に重畳させる画像重畳手段と、前記
鏡体の接眼光学系と異なる画像観察手段と、術部の断層
画像を生成する超音波プローブと、顕微鏡、超音波プロ
ーブにおける観察位置を検出する観察位置検出手段とを
有する手術用顕微鏡において、
前記超音波プローブによる断層画像、前記位置検出手段
による観察位置情報、その観察位置情報に応じて顕微鏡
観察像に超音波プローブによる断層画像を相関表示する
画像とを同時にまたは選択的に表示する表示制御手段と
を備えたことを特徴とする手術用顕微鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、特に脳神経外科
等で微細部位の手術に使用される手術用顕微鏡に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】従来、脳神経外科領域では、より微細な
手術を確実に行うために、術部を立体で拡大観察する手
術用顕微鏡が多く利用されている。さらに、近年では手
術を確実に行なうため、手術用顕微鏡観察下のみで行な
っていた従来の手術に、内視鏡観察が併用されており、
手術用顕微鏡観察像と内視鏡観撮像とを手術用顕微鏡視
野内で同時に観察できることが望まれている。また、内
視鏡観撮像にとどまらず、術前のＣＴやＭＲの画像及び
術中の神経モニター等の情報の同時観察も望まれてい
る。
【０００３】従来技術としては、例えば、特願平１２－
２９１３８３号がある。これは、顕微鏡観察像と画像表
示手段に表示された画像とを同時に観察できる実体顕微
鏡において、顕微鏡観察像と画像表示手段に表示された
画像とを観察者の眼へ別々に導く二種類の接眼光学系を
設けたものである。
【０００４】また、特願平１１－２８８３２８号は、術
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部を観察する第１の観察手段としての顕微鏡観察像の視
野内に第２の観察手段の観察像の少なくとも一部が表示
され、顕微鏡観察像では観察できない死角部分や組織内
部の状態を認識できるようにしたものである。
【０００５】また、手術患部における手術用顕微鏡によ
る観察位置を検出するナビゲーション装置を組み合わせ
て使用する際には、あらかじめ術前に診断された病変部
の情報が、例えば腫瘍組織の大きさ表示などが、重畳さ
れて観察できるようになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】手術用顕微鏡での処置
を行ないながら、超音波プローブによる断層画像を観察
する場合には、その断層画像が観察している部位に対し
てどのような方向、位置による情報であるかが重要にな
る。顕微鏡等で直接観察している部位の、その先の情報
であるので、断層画像の位置の認識が難してという問題
がある。
【０００７】特に、手術用顕微鏡による拡大観察下で、
超音波プローブのオリエンテーションを付けながら、断
層画像を観察できなければならない。超音波プローブの
操作をしながら、術者は位置情報を入手する必要があ
る。
【０００８】この発明は、前記事情に着目してなされた
もので、その目的とするところは、術部の断層画像を生
成する超音波プローブを有し、術者は手術状況に応じて
高解像の断層画像情報が得られ、効率的に手術が遂行で
きる手術用顕微鏡を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この発明は、前記目的を
達成するために、請求項１は、術部を立体観察する鏡体
と、前記鏡体の左右の観察像に画像を表示させる視野内
表示手段と、前記鏡体の光学観察像に重畳させる画像重
畳手段と、前記鏡体の接眼光学系と異なる画像観察手段
と、術部の断層画像を生成する超音波プローブと、顕微
鏡、超音波プローブにおける観察位置を検出する観察位
置検出手段とを有する手術用顕微鏡において、前記視野
内表示手段における各モニターと、前記画像観察手段に
おける各モニター、前記画像重畳手段のモニターの表示
制御用にすべてのモニターに各々表示駆動手段と、各々
の表示駆動手段の操作入力手段と、前記超音波プローブ
による断層画像と前記位置検出手段による画像情報とを
選択的に表示する表示制御手段とを備えたことを特徴と
する。
【００１０】請求項２は、術部を立体観察する鏡体と、
前記鏡体の左右の観察像に画像を表示させる視野内表示
手段と、前記鏡体の光学観察像に重畳させる画像重畳手
段と、前記鏡体の接眼光学系と異なる画像観察手段と、
術部の断層画像を生成する超音波プローブと、顕微鏡、
超音波プローブにおける観察位置を検出する観察位置検
出手段とを有する手術用顕微鏡において、前記超音波プ
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ローブによる画像、前記位置検出手段による観察位置情
報、その観察位置情報に応じて顕微鏡観察像に超音波プ
ローブによる断層画像を相関表示する画像とを同時にま
たは選択的に表示する表示制御手段とを備えたことを特
徴とする。
【００１１】前記構成によれば、超音波プローブによる
超音波画像は、そのまま顕微鏡観察視野に表示されると
ともに、観察位置検出手段としてのナビゲーション装置
を介して顕微鏡観察視野内での位置の相関をとった「外
形表示」を光学像に重畳させ、ナビゲーション画像、超
音波画像を同時に顕微鏡観察視野内で観察することがで
きる。従って、術者は手術状況に応じて高解像の断層画
像情報が得られ、効率的に手術が遂行できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、この発明の各実施の形態を
図面に基づいて説明する。
【００１３】図１～図６は第１の実施形態を示し、図１
は手術用顕微鏡の鏡体の斜視図、図２は手術用顕微鏡装
置全体の構成図である。
【００１４】図２に示すように、手術用顕微鏡装置は実
体顕微鏡を有する手術用顕微鏡１を備えている。手術用
顕微鏡１には架台２と、この架台２の上部に配設された
バランスアーム３と、このバランスアーム３に支持され
た鏡体４とが設けられている。
【００１５】ここで、バランスアーム３には複数の可動
アームと、６軸の回動軸５ａ～５ｆとが設けられてい
る。さらに、各回動軸５ａ～５ｆにはバランスアーム３
の各回動アームの回動位置を固定するロック状態と、こ
の回動位置のロックを解除するロック解除状態とに切り
換える電磁鎖錠（図示しない）が設けられている。そし
て、鏡体４の電磁鎖錠のロック／ロック解除の切り換え
動作に伴いバランスアーム３の各回動アームの６軸の各
回動軸５ａ～５ｆを中心に空間的に位置移動自在に支持
されている。
【００１６】また、鏡体４には図２に示すように、セン
サアーム６と、この鏡体４の位置操作用のグリップ７と
が設けられている。このグリップ７には焦点調整用、変
倍操作用、アーム操作用の各操作スイッチが設けられて
いる。
【００１７】また、手術用顕微鏡１には鏡体制御部１１
及びアーム制御部１２が内蔵されている。グリップ７の
各スイッチには鏡体制御部１１及びアーム制御部１２に
接続されている。さらに、これらの鏡体制御部１１及び
アーム制御部１２にはグリップ７の各スイッチと同様に
焦点調整用、変倍操作用の各スイッチを有するフットス
イッチ１３が設けられている。
【００１８】さらに、鏡体制御部１１及びアーム制御部
１２はインターフェースユニット１４を介してナビゲー
ション装置１５に接続され、このナビゲーション装置１
５にはナビゲーション用モニター１６が設けられてい
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る。
【００１９】ナビゲーション装置１５はデジタイザ１７
が接続されている。そして、デジタイザ１７による画像
情報がナビゲーション装置１５に入力され、患者頭部に
取り付けられた基準指標との相関をナビゲーション装置
１５で算出するようになっている。
【００２０】前記鏡体４には図１に示すように、接眼鏡
筒８が設けられているとともに、プローブ保持部９が設
けられている。接眼鏡筒８には、特願平１２－２９１３
８３号に示される、顕微鏡観察視野内に画像を表示する
視野内画像表示（左眼用３１ａとして図３に示す）用モ
ニター及び投影光学系が設けられている。また、顕微鏡
光学観察像に画像情報を重畳表示させるモニター及び重
畳光学系が設けられ、さらにモニター及び顕微鏡接眼光
学系とは異なる第２の画像観察用接眼光学系を備えてい
る。このプローブ保持部９には超音波プローブ２０が設
けられている。超音波プローブ２０は、ストレートパイ
プ２１と、このストレートパイプ２１の先端部に設けら
れた超音波透過性キャップ２２と、ストレートパイプ２
１の基端部に設けられたハンドル部２３とから構成され
ている。ハンドル部２３にはセンサアーム２３ａが設け
られている。
【００２１】そして、超音波プローブ２０はフレキシブ
ルチューブ２４を介して超音波観測装置２５（図３に図
示）に接続され、術者はハンドル部２３を把持して超音
波プローブ２０の超音波透過性キャップ２２部分を術部
１０に挿入することができるようになっている。
【００２２】図３は制御ブロック図であり、操作入力部
３９には４方向スイッチ４０と、表示スイッチ４１及び
第１表示部４２、選択スイッチ４３及び第２表示部４４
が設けられている。操作入力部３９は表示制御部３８を
介してセレクタ３７に接続されており、このセレクタ３
７には前記ナビゲーション装置１５及び超音波観測装置
２５が接続されている。
【００２３】ここでは、顕微鏡鏡体４の接眼鏡筒８にお
ける左側（左眼用）接眼部での表示構成をしている。右
側（右眼用）も設けられているが説明は省略する。
【００２４】図３の符号３０ａは左眼用顕微鏡観察視野
を示し、前記セレクタ３７には左眼用視野内画像表示３
１ａ用の第１表示駆動制御部３４ａ、画像重畳表示３２
ａ用の第２表示駆動制御部３５ａ及び画像観察像３３ａ
用の第３表示駆動制御部３６ａが接続されている。
【００２５】図４は超音波プローブ２０によるノーマル
時の超音波観測状態を示し、超音波プローブ２０を術部
１０に挿入し、先端部の超音波透過性キャップ２２から
３６０度全周に向けて超音波を放射すると、術部１０の
腫瘍部１０ａから反射した超音波が超音波プローブ２０
のセンサー（図示しない）によって受信されて超音波観
測装置２５に送信される。超音波観測装置２５は超音波
プローブ２０から送信された信号を解析し、画像処理し
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て顕微鏡観察視野３０ａに腫瘍断層像Ｏとして表示す
る。なお、このとき、超音波プローブ２０の顕微鏡画像
Ｌも同時に表示される。
【００２６】図５は超音波プローブ２０によるオート時
のフローチャートを示し、図６はオート時の観察状態を
示す。図５に示すように、顕微鏡観察視野内に超音波プ
ローブを挿入すると（ステップＳ１）、ステップＳ２で
ナビゲーション画像が表示され（ステップＳ２）、超音
波画像が表示される（ステップＳ３）。従って、図６
（ａ）に示すように、超音波プローブの顕微鏡画像Ｌが
表示された顕微鏡観察視野３０内の小画面３０ａにナビ
ゲーション画像（３次元構築画像３Ｄ）が表示され、大
画面３０ｂに超音波画像が表示される。
【００２７】次に、選択スイッチ入力があるか否かを判
断し（ステップＳ４）、ＹＥＳの場合にはステップ５に
進み、ナビゲーション画像を大画面３０ｂに、超音波画
像を小画面３０ａに選択すると、図６（ｂ）に示すよう
に、超音波プローブの顕微鏡画像Ｌが表示された顕微鏡
観察視野３０内の小画面３０ａに超音波画像が表示さ
れ、大画面３０ｂにナビゲーション画像（その時の３方
向の断層画像、Ｓａｇｉｔａｌ  Ｃｏｒｏｎａｌ  Ａｘ
ｉａｌの各断層画像情報と、それらを基に作成される３
次元構築画像３Ｄ）が表示される。
【００２８】本実施形態によれば、超音波プローブ２０
による超音波画像は、そのまま顕微鏡観察視野３０に表
示されるとともに、ナビゲーション装置１５を介して顕
微鏡観察視野３０内での位置の相関をとった「外形表
示」を光学像に重畳させ、ナビゲーション画像、超音波
画像を同時に顕微鏡観察視野３０内で観察することがで
きる。従って、術者は手術状況に応じて高解像の断層画
像情報が得られ、効率的に手術が遂行できる。
【００２９】図７～図１１は第２の実施形態を示し、第
１の実施形態と同一構成部分は同一符号を付して説明を
省略する。図７は超音波プローブ５０の先端部の縦断側
面図である。プローブパイプ５１の先端部には超音波透
過性キャップ５２が設けられている。プローブパイプ５
１にはフレキシブルシャフト５３が挿通され、この先端
部は超音波透過性キャップ５２の内部まで延長されてい
る。超音波透過性キャップ５２の内部にはフレキシブル
シャフト５３に固定された超音波振動子５４が設けられ
ており、この超音波振動子５４と対向する部分には超音
波を反射するミラー５５が進退可能に設けられ、手元操
作部の操作によって進退できるようになっている。
【００３０】図８は制御ブロック図であり、超音波観測
装置２５とセレクタ３７との間には画像表示方向表示部
５６が設けられ、これはナビゲーション装置１５ａと接
続されている。他の構成は第１の実施形態と同一であ
る。
【００３１】図９は超音波プローブ５０のミラー５５が
実線位置（図７参照）にあり、超音波振動子５４から待
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避している状態で、超音波観測を行なった場合である。
この状態で、超音波プローブ５０を術部１０に挿入し、
超音波振動子５４から超音波透過性キャップ５２を介し
て３６０度全周に向けて超音波を放射すると、術部１０
の腫瘍部１０ａから反射した超音波が超音波プローブ５
０のセンサー（図示しない）によって受信されて超音波
観測装置２５に送信される。このときは超音波プローブ
５０の先端部における水平方向の断層像が観察される。
【００３２】超音波観測装置２５は超音波プローブ５０
から送信された信号を解析し、画像処理して大画面３０
ｂに腫瘍断層像Ｏとして表示される。さらに、顕微鏡観
察視野３０に超音波プローブ５０の顕微鏡画像Ｌととも
に小画面３０ａにナビゲーション画像（その時の３方向
の断層画像、Ｓａｇｉｔａｌ  Ｃｏｒｏｎａｌ  Ａｘｉ
ａｌの各断層画像情報と、それらを基に作成される３次
元構築画像３Ｄ）が表示される。
【００３３】図中Ｍは超音波プローブにおける、病変部
の腫瘍組織の画像情報である。腫瘍部分の外形を抽出
し、顕微鏡観察像に重畳したものである。この場合、術
前の診断画像に基づき腫瘍組織を同様に重畳表示するこ
とはナビゲーション装置を用いて可能であるが、超音波
プローブによる画像での表示は、術中の腫瘍組織の位置
変化（ブレインシフト）を含むもので、正確な腫瘍の全
体像を把握できることになる。なお、Ｍは血流の状態を
見るカラードップラー画像のみ抽出表示してもよい。
【００３４】図１０は超音波プローブ５０のミラー５５
が破線位置（図７参照）にあり、超音波振動子５４と対
向している状態にある。この状態で、超音波プローブ５
０を術部１０に挿入し、超音波振動子５４から放射され
た超音波はミラー５５によって前方に反射されて超音波
透過性キャップ５２の前方に向けて超音波を放射する
と、術部１０の腫瘍部１０ａから反射した超音波が超音
波プローブ５０のセンサー（図示しない）によって受信
されて超音波観測装置２５に送信される。超音波観測装
置２５は超音波プローブ５０から送信された信号を解析
し、画像処理して大画面３０ｂに腫瘍断層像Ｏとして表
示される。さらに、顕微鏡観察視野３０に超音波プロー
ブ５０の顕微鏡画像Ｌとともに小画面３０ａにナビゲー
ション画像（３次元構築画像３Ｄ）が表示される。
【００３５】また、画像表示方向表示部５６によって画
像表示方向を反転させると、図１１に示すように、左右
変更することができる。前方向の断層像を観察できる超
音波プローブを用いた場合に、その挿入方向に合わせて
断層像が表示される。
【００３６】従って、本実施形態によれば、超音波画像
の位置認識を容易にし、確実な手術が遂行できる。
【００３７】前述した各実施の形態によれば、次のよう
な構成が得られる。
【００３８】（付記１）術部を立体観察する鏡体と、前
記鏡体の左右の観察像に画像を表示させる視野内表示手
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段と、前記鏡体の光学観察像に重畳させる画像重畳手段
と、前記鏡体の接眼光学系と異なる画像観察手段と、術
部の断層画像を生成する超音波プローブと、顕微鏡、超
音波プローブにおける観察位置を検出する観察位置検出
手段とを有する手術用顕微鏡において、前記視野内表示
手段における各モニターと、前記画像観察手段における
各モニター、前記画像重畳手段のモニターの表示制御用
にすべてのモニターに各々表示駆動手段と、各々の表示
駆動手段の操作入力手段と、前記超音波プローブによる
断層画像と前記位置検出手段による画像情報とを選択的
に表示する表示制御手段とを備えたことを特徴とする手
術用顕微鏡。
【００３９】（付記２）術部を立体観察する鏡体と、前
記鏡体の左右の観察像に画像を表示させる視野内表示手
段と、前記鏡体の光学観察像に重畳させる画像重畳手段
と、前記鏡体の接眼光学系と異なる画像観察手段と、術
部の断層画像を生成する超音波プローブと、顕微鏡、超
音波プローブにおける観察位置を検出する観察位置検出
手段とを有する手術用顕微鏡において、前記超音波プロ
ーブによる画像、前記位置検出手段による観察位置情
報、その観察位置情報に応じて顕微鏡観察像に超音波プ
ローブによる断層画像を相関表示する画像とを同時にま
たは選択的に表示する表示制御手段とを備えたことを特
徴とする手術用顕微鏡。
【００４０】（付記３）前記表示制御手段は、超音波プ
ローブによる断層画像方向により表示方向を設定する手
段を設けたことを特徴とする付記２記載の手術用顕微
鏡。
【００４１】
【発明の効果】以上説明したように、この発明によれ *
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*ば、手術用顕微鏡に、術部の断層画像を生成する超音波
プローブを有し、超音波プローブによる断層画像と位置
検出手段による画像情報とを選択的に表示することがで
き、術者は手術状況に応じて高解像の断層画像情報が得
られ、効率的に手術が遂行できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施形態を示し、手術用顕微
鏡の鏡体の斜視図。
【図２】同実施形態を示し、手術用顕微鏡装置全体の斜
視図。
【図３】同実施形態を示し、制御ブロック図。
【図４】同実施形態を示し、超音波観測状態を示す図。
【図５】同実施形態を示し、フローチャート図。
【図６】同実施形態を示し、（ａ）（ｂ）は顕微鏡観察
視野を示す図。
【図７】この発明の第２の実施形態を示す超音波プロー
ブの先端部の縦断側面図。
【図８】同実施形態を示し、制御ブロック図。
【図９】同実施形態を示し、超音波観測状態を示す図。
【図１０】同実施形態を示し、超音波観測状態を示す
図。
【図１１】同実施形態を示し、超音波観測状態を示す
図。
【符号の説明】
１５…ナビゲーション装置
２０…超音波プローブ
３０…顕微鏡観察視野
３４，３５，３６…表示駆動制御部
３９…操作入力部

【図２】 【図３】
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过显微镜和超声波探头20进行观察的位置的检测装置的特征在于各个监
视器。在视野内的显示装置中，显示驱动装置34,35和36设有观察图像的
每个监视器和控制要叠加的图像显示的所有监视器，操作各个驱动装置
的输入部分39显示器和通过超声探头20选择性地显示断层图像的装置和
通过检测位置获得的图像信息。
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